
新型コロナウィルス感染者数が県内でも増加傾向にあります。磐田市を含めた

中東遠地域でも散発的な発症が続いています。感染経路が不明な市中感染が増加

しており、近隣の介護施設や医療機関でも集団感染が起こっています。

インフルエンザ感染症がはやり出すこの時期だからこそ、一人ひとりが常に

感染防止を心掛けて行動することが重要です。

当院は感染症指定医療機関であるため、感染患者さんを受け入れつつ、地域の

基幹病院として救急車の受け入れや多くの検査・手術・処置などを行っています。

院内感染を防ぐため入館時チェックや面会制限を実施していますが、院内で集団

感染が起こってしまうと、通常診療に制限をかけざるを得なくなります。

この地域から多くの感染者が発生しないよう、住民の皆様にも下記の感染防止

策に日々努めていただくよう、改めてお願い申し上げます。

12月18日から静岡県は、『感染まん延期（中期）』
（1月11日まで年末年始のコロナ特別警戒期間）

職員の努力と皆様のご協力により幸いにして院内感染は生じていません。

ご安心いただくと共に、一層のご支援・ご協力をお願い申し上げます。

磐田市立総合病院
病院事業管理者兼病院長 鈴木昌八

緊急告知
当院をご利用の皆様へ

◆こまめな手洗い・手指消毒とマスク着用は感染防止の基本です。

◆三密(密閉・密集・密接)を避けた行動をとりましょう。

年末年始に不要不急の帰省をやめることも、その一つになります。

◆室内ではこまめに換気をしましょう。

◆年末・年始の飲食の機会は少人数・短時間で済ませるよう工夫

しましょう。

◆マスクをせずに大声での会話や歌唱は厳につつしみましょう。

◆運動不足にならないよう室外での散歩で気分転換をはかりましょう。

少しのがまんの先に明るい未来が訪れることを信じて

みんなでウィズコロナの時代を乗り切りましょう。


